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〈は しがき>

Her2は 乳癌 にお ける代 表的 な癌遺 伝子産物 で、 その発現充進 は癌組織 の異形性や遠 隔転移率

の上昇 と相 関があ り、独立 した予後不 良因子 であ るこ とが明 らかに され ています。 また、臨床

的 にも予後 の判定や化学療法抵抗性 の予測 は もちろんの こと、抗Her2抗 体(ハ ーセプチ ン)が

治療 に用 い られ一定の効果 が認 め られてい ます。 一方、非受容体型 のチ ロシ ンキナーゼで ある

Sykは 主 として血 液/免 疫 系 の細胞 に存在 してい ると考 えてい ま したが、最近 の研 究で はSyk

は乳腺上皮 細胞 に も見 出 され 、乳癌 におい てその発 現の低下 が癌 の悪性化や進行 に相関 してい

るこ とが報 告 されてお り、癌抑制性 の機 能 を担 ってい るこ とが考 え られ ます。 これ らの二つの

キナーゼ は何 れ も乳腺組織 に存在す る蛋 白質 チ ロシ ンキナーゼ であ り、下流 の情報伝 達経路に

差違が あ るために この よ うな違 いが生 じる と考 え られます。乳癌細胞 にそれぞれ のキナーゼを

高発現 させ 、チ ロシ ン燐酸化 蛋 白質 を比較 、解析 、同定 し、乳癌 において細胞 内情報伝 達の癌

化スイ ッチ として機能 してい るか否 かを検討 しま した。
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